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別記様式（第４条関係） 

会    議    録 

会 議 の 名 称 令和４年度第３回朝霞市廃棄物減量等推進審議会 

 

開 催 日 時 

 

午前１０時００分から 

令和４年１０月２４日（月） 

午前１０時５３分まで 

開 催 場 所 朝霞市リサイクルプラザ ３階活動室 

出 席 者 

（審議会委員 １０人） 

松波会長、渋谷副会長、野平委員、石原委員、河井委員、遠藤委員、 

松下委員、大村委員、髙橋委員、栁下委員 

（事務局 ７人） 

渋谷資源リサイクル課長、木田資源リサイクル課主幹兼課長補佐、木内資源リ

サイクル課長補佐兼資源リサイクル係長、西田施設管理係長、早川リサイクル

プラザ所長、新川資源リサイクル係主査 

（委託コンサルタント：国際航業株式会社 ３人） 

坂井氏、今林氏、髙橋氏 

会 議 内 容 

議題 

（１）「第６次朝霞市一般廃棄物処理基本計画」策定に伴うアンケート調査の

実施要領について 

（２）その他 

会 議 資 料 

〇次第 

〇資料１ 朝霞市のごみに関するアンケート調査 実施概要 

〇資料２ 一般市民アンケート（案） 

〇資料３ 中学生アンケート（案） 

〇資料４ 事業所アンケート（案） 

〇資料５ 収集運搬業者アンケート（案） 

〇資料６ 朝霞市一般廃棄物処理基本計画（素案）令和４年１０月時点 

会 議 録 の 

作 成 方 針 

■電磁的記録から文書に書き起こした全文記録 

□電磁的記録から文書に書き起こした要点記録 

□要点記録 

□電磁的記録での保管（保管年限   年） 

電磁的記録から文書に書き起こした

場合の当該電磁的記録の保存期間 

■会議録の確認後消去 

□会議録の確認後６か月 

会議録の確認方法 委員長による確認 

そ の 他 の 

必 要 事 項 
傍聴人 ０人 
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審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

〇木田資源リサイクル課主幹兼課長補佐 

みなさん、おはようございます。定刻になりましたので、令和４年度第３回朝霞市廃棄物減量等推

進審議会を始めさせていただきます。 

私は、朝霞市資源リサイクル課の木田と申します。本日の進行を務めさせていただきますので、ど

うぞよろしくお願いします。 

はじめに、本審議会の開催にあたり、市政の情報提供及び「審議会等の会議の公開に関する指針」

に基づき本審議会を公開とし、傍聴を許可してよろしいでしょうか。 

 

～委員から異議なし～ 

 

〇木田資源リサイクル課主幹兼課長補佐 

ありがとうございます。それでは、傍聴者の確認をお願いします。 

 

〇新川主査 

傍聴者はいらっしゃいません。 

 

〇木田資源リサイクル課主幹兼課長補佐 

傍聴者はいないとのことですが、会議途中で傍聴希望者がいらっしゃった場合は、随時お入りいた

だきますので、どうぞよろしくお願いします。 

本日の会議開催にあたり、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、アクリル板の設置、窓を開け

ての換気、一部議事進行の簡略化をさせていただきます。御理解くださいますようお願いいたします。 

次に、審議会の成立についてですが、朝霞市廃棄物減量等推進審議会条例第５条第２項で、「審議

会は委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない」こととしておりますが、本日は１０

人中１０人の出席でございますので、会議が成立することを御報告いたします。 

続きまして、会議資料の確認をさせていただきます。委員の皆様に事前に送付しております資料と

して、「資料１ 朝霞市のごみに関するアンケート調査実施概要」「資料２ 一般市民アンケート（案）」

「資料３ 中学生アンケート（案）」「資料４ 事業所アンケート（案）」「資料５ 収集運搬業者

アンケート（案）」「資料６ 朝霞市一般廃棄物処理基本計画（素案）令和４年１０月時点」。以上

６点になります。過不足等がございましたら、挙手にてお知らせください。 

朝霞市廃棄物減量等推進審議会条例第５条第１項において、「会長は会議の議長となる」と規定さ

れておりますので、以後の議事進行については松波会長にお願いしたいと存じます。よろしくお願い

します。 

 

〇松波会長 

みなさん、おはようございます。それでは議事を進めさせていただきます。 

議題（１）「第６次朝霞市一般廃棄物処理基本計画」策定に伴うアンケート調査の実施要領につい

て、説明をお願いします。 
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〇木内資源リサイクル課長補佐兼資源リサイクル係長 

前回の審議会でお伝えしましたが、１１月に実施予定のアンケートの素案が出来ましたので、内容

等について、委員の皆様に御審議いただきたく存じます。 

それではまず、アンケートの概要を説明させていただきます。資料１を御覧ください。 

アンケートは、一般市民向けだけでなく、今回から中学生、事業所、収集運搬事業者にも対象を広

げて実施する計画としております。一般市民向けは２，０００人に依頼し、郵送またはオンラインで

の回答としております。中学生は、市内の中学校５校の１年生全員、１，０８９人に依頼し、オンラ

インのみでの回答としております。事業所は、市内の多量排出事業所５０社と、その他市内に所在す

る１５０社を抽出して合計２００社に依頼し、郵送またはオンラインでの回答としております。また、

収集運搬事業者は、許可業者 14社に依頼し、郵送での回答としております。 

アンケートは１１月上旬に発送し、１１月３０日までに回答をお願いする計画です。次回の廃棄物

減量等推進審議会では、結果を報告する方向で進めてまいります。 

続きまして、アンケートの内容について説明させていただきます。資料２を御覧ください。 

アンケートは、最初に属性を回答していただくようにしております。前回の審議会では、外国の方

や大学生などの属性を把握して、クロス集計してはどうかとの御意見がありましたが、先日の庁内検

討委員会では、国籍等の情報は非常にセンシティブなものであり、情報を収集すべきでないとの意見

が多く出されました。事務局でも改めて検討した結果、庁内検討委員会での意見を踏まえ、アンケー

ト項目から除外することとしましたので、御了承ください。 

また、庁内検討委員会では、その他の属性についても、市として個人情報を積極的に保護する観点

から、極力情報を収集すべきでないとの意見が出されました。しかし一方で、アンケートに御回答い

ただいた方の属性が偏っていないことを確認するため、一定程度の属性を収集すべきであるとの考え

方もあり、他の自治体の同種計画のアンケートでは、基本的な属性を収集、公表している例がみられ

ます。資料２では、属性として年代と性別を質問しておりますが、この２つに関しては、年代と性別

からクロス集計して分析するために必要な項目となっております。 

この他に、前回計画の際のアンケートでは、職業、世帯人数、世帯構成、住居形態、居住地域の５

点を属性として質問しております。年代と性別以外に、どこまで属性を収集すべきかについては、事

務局でも判断が難しい部分であり、本日の審議会において委員の皆様に議論していただき、どの項目

の属性を収集すべきか、御判断をお願いしたいと考えております。 

この他のアンケート内容等につきましては、委託事業者の国際航業から説明いたします。 

 

〇国際航業株式会社今林氏 

アンケートの各質問について、国際航業より説明致します。 

まずは資料２、一般市民アンケートについてです。 

表の構成ですが、左からナンバー、質問、回答となっています。ナンバーに属性がついているもの

は、回答者の基本情報を得るための質問となっています。また、一般市民は前計画の第５次計画から

の継続調査となるため、第５次計画から追加したものについてはその旨を明記しています。 

一般市民の属性は、性別と年齢のみとしています。 
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ごみに関する質問は、１番がごみの問題についてどの程度関心があるか、２番がごみの減量化やリ

サイクルが、持続可能な社会づくりに役に立つと思うか、３番がごみに関する情報をどこから入手す

るか、４番が情報入手のために市にどのような支援を望むかです。 

次のページに移ります。５番がごみを減らすために日頃行っていることは何か、６番がお子様がい

る世帯に対し、ごみに関する教育で心がけていることは何か、７番が資源回収ボックス設置・エコバ

ッグ推進店舗等を知っているか、８番がごみ減量化のために市が行うべき取組は何かです。 

次のページに移ります。９番が不用になったものを再利用するために、どのようなことをやってい

るか、１０番が不用になったものを再利用できるようするために、市に取り組んでほしいことは何か、

１１番が集団資源回収について知っているか、１２番が集団資源回収を知っている方に対して、どの

ぐらい利用しているか、１３番が集団資源回収を進めるために市に取り組んでほしいことは何か、１

４番がごみ処理広域化を知っているかです。 

次のページに移ります。１５番がごみ処理広域化に関して市に取り組んでほしいことは何か、１６

番が市には最終処分場が無く、他の市や町で埋立を行っていることを知っているか、１７番が家庭ご

みの有料化についてどう考えるかです。１８番以降は朝霞市の現況を踏まえて、新しく追加した質問

となります。１８番と１９番がごみ集積所に関する質問です。１８番がごみを出している場所はどこ

か、１９番がどのような問題があるかです。２０番と２１番が雑がみに関する質問です。２０番が雑

がみをどのように出しているか、２１番が燃やすごみとして出している方に対し、その主な理由は何

かです。 

次のページに移ります。２２番から２５番までが食品ロスに関する質問です。２２番が普段食品ロ

スを減らすために何か行っているか、２３番が普段、家庭から出る食品ロスは何か、２４番が食品を

手付かずのまま捨てた理由は何か、２５番が食品ロスを出さないために実施していることは何かで

す。２６番がコロナ禍の前後で家庭から出るごみの量はどのように変化したか、２７番がその他の自

由回答欄としています。以上が、一般市民のアンケート項目です。 

続いて、資料 3中学生のアンケートにうつります。 

１番がごみの問題や削減にどのくらい関心があるか、２番がごみの問題についてどのようなことに

関心があるか、３番がごみに関する情報をどこから入手するか、４番がごみを減らす必要性について

どのように考えているか、５番がごみを減らすために家庭で日頃から行っていることは何か。 

次のページに移ります。６番がごみがどのように処理されているか知っているか、７番が食品ロス

の問題について知っているか、８番がその他の自由回答欄です。 

続いて、資料４事業者のアンケートにうつります。 

属性１が業種について、属性２が市内での営業年数について、属性３が従業員数について、属性４

が所在地域についてです。 

１番が事業所から出るごみの管理についてです。 

次のページに移ります。２番が事業所で廃棄物管理責任者を定めているか、３番が事業ごみの分

別・処理方法は知っているか、４番が事業所から排出されるごみ量を把握しているか、５番が事業所

で排出量の多いごみは何か、６番が事業所から排出されるごみをどのように処理しているか、７番が

日頃からごみの減量や資源化に取り組んでいるかです。 

次のページに移ります。８番が７番で取り組んだと回答した方に対し、具体的に取り組んでいるこ
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とは何か、９番が環境に関する公的認証を取得しているか、１０番がごみ減量や資源化を進めていく

上で主な問題点は何か、１１番がごみの減量や資源化に関してどのような情報が必要と考えるかで

す。 

次のページに移ります。１２番がごみに関する知識や情報は主にどのようなところから得ている

か、１３番がごみの減量や資源化を推進するにあたり、市に期待することは何か、１４番が雑がみを

どのように排出しているか、１５番が雑がみを燃やすごみとして排出した方に対し、その主な理由は

何か、１６番が雑がみを出さないために実施していることはあるか、１７番が飲食サービス業など事

業者に対して、食品ロスが発生する主な要因は何かです。 

次のページに移ります。１８番が１７番と同じく飲食サービス業などの事業者に対して、食品ロス

を出さないために実施していることはあるか、１９番がコロナ禍の前後で事業所から排出されるごみ

量はどのように変化したか、２０番がその他の自由回答欄です。 

続いて、資料５収集運搬業者の許可業者のアンケートに移ります。 

１番が市内の契約事業者の分別状況はどうか、２番が１番で分別が不十分と回答した方に対し、分

別を良くするためにどのような対策や対応が必要か自由回答としています。３番が契約事業所の分別

に対する意識や取組はこの５年間で進んだと思うか、４番が収集運搬について問題点があれば自由回

答欄としています。 

以上、アンケート内容の説明を終わります。 

 

〇木内資源リサイクル課長補佐兼資源リサイクル係長 

アンケートについての説明は、以上となります。 

 

〇松波会長 

ありがとうございました。ただいまの説明を受けて、御質問や御意見等がございましたらお願いし

ます。 

一般市民アンケートの方で、有料化、食品ロスといった重要項目の質問がありますが、プラスチッ

ク問題についての質問がありません。国として、食品ロスとプラスチックについては力を入れている

ところですので、プラスチック問題に関する質問も設けていただきたいと思います。 

 

〇木田資源リサイクル課主幹兼課長補佐 

ありがとうございます。プラスチック問題に関する質問の追加について、検討させていただきたい

と思います。 

 

〇松波会長 

その他、御質問、御意見等がございましたらお願いします。 

 

〇髙橋委員 

一般市民はマスコミの報道の影響もあり、プラスチックは悪だと思い込んでいる方もいます。コス

トの問題があるかもしれませんが、プラスチックの再利用方法はあると思います。プラスチック再利
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用のために何か良い方法があるでしょうか、といった質問をしてはどうでしょうか。 

 

〇木田資源リサイクル課主幹兼課長補佐 

ありがとうございます。今、御提案をいただきましたように、我々としても、プラスチックは悪だ

という前提ではなく、リサイクルにきちんと回らず、環境にそのまま出ていってしまうことが問題だ

と考えております。プラスチックの質問を考える上で、どのようにすればリサイクルルートに乗せて

いただけるか、という視点で検討したいと思います。 

 

〇松波会長 

その他、御質問、御意見等、ございますか。 

 

〇石原委員 

中学生へのアンケートはとても良いと思いますが、対象を１年生にした経緯は何でしょうか。 

また、先程、会長からもプラスチックの件が出ましたが、朝霞市では、かなり前に事業者がプラス

チックを県内に捨て、それが何回もテレビで報道されたことがあります。今は、他県で処理していま

すが、プラスッチックの件は、大変重要だと思いますので、検討していただければ有難いです。 

 

〇木内資源リサイクル課長補佐兼資源リサイクル係長 

ありがとうございます。現在、クリーンセンターの見学は小学４年生を対象に実施しており、その

環境学習の一環として、中学生を対象にしたアンケート調査を考えました。中学１年生にした理由で

すが、中学２、３年生となると、受験が控えていて塾に通うなどがありますので、１年生が適してい

るとの判断をさせていただいております。 

 

〇河井委員 

アンケートの取りまとめ、ありがとうございます。何点か確認させて下さい。 

まず、有料化の質問は、これまでも継続的にされていたと思いますが、その次に、ごみ出し場所の

質問があります。これは、何か有料化とセットで確認したいことがあるのでしょうか。 

次に、中学生のアンケートは、もう少し深掘りしても良いのではないでしょうか。例えば、食品ロ

スの質問は、食品ロスを知っていますか、知っていませんか、だけでなく、食品ロスに対してどのよ

うな行動をしていますか、程度は聞いてもよいのではないかと思います。今後、この計画ができて実

際に活用するのは、この中学生たちが大人になる少し前の頃ですので、その視点で検討されると良い

いと思いました。 

最後に、収集運搬の許可業者へのアンケートのごみの分別に関する質問についてです。分別がされ

ているか、いないかということは、色々な考えがあり、多分、業者によって違ってくると思います。

例えば、既に事業系ごみの出し方というパンフレットがありますので、それを活用して排出事業者と

お話されていますか、パンフレットの使い勝手はどうですか、等の質問をすると、より実態が分かる

のではないかと思いました。 
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〇木田資源リサイクル課主幹兼課長補佐 

ありがとうございます。まず、１点目、有料化の質問の次にごみを出し場所の質問があり、何かつ

ながりがあるかというお話でした。これは、たまたま順番がそうなってしまっただけですので、リン

クをしている質問だと誤解されないように、質問の仕方を工夫したいと思います。 

次に、２点目は、中学生のアンケートについて、もう少し質問を深掘りしてもいいのではないかと、

特に、食品ロス関係の御指摘をいただきました。中学生アンケートの５番目『あなたの家庭で日頃行

っていることは何ですか』という質問に対する回答の選択肢の中に「作りすぎ、食べ残しを少なくす

る」といった食ロスに関する具体的な取り組みを答えていただくようにしておりますので、こちらの

方でまとめて聞いているという認識です。 

最後の許可業者へのアンケートの件は、確かに、市の広報がどの程度行き渡っているか、それをど

う活用されているかを知ることは、次の一手を考える上で有効だと思いますので、検討したいと思い

ます。 

 

〇松波会長 

それでは、他に、御質問、御意見等、ございますか。 

 

〇松下委員 

いくつか質問をさせていただきたいと思います。 

まず１点目ですが、ＱＲコードを読み取るオンライン回答もあるということですが、これは携帯で

読み込んで、その場で回答が出来るということでよろしいでしょうか。 

もう１点は、アンケートの発送から回答まで１ヶ月弱程度と少し短い期間だと思います。回答状況

がなかなか芳しくない場合のフォロー等は考えているのでしょうか。 

それから、アンケートに記載されている「エコネットあさか」について、アンケートを受け取った

方が知らない可能性もあります。逆に、知っていただく機会にもなると思いますが、例えば、「エコ

ネットあさか」についての説明を同封する等はお考えでしょうか。また、一般市民アンケートの質問

14番、朝霞市と和光市のごみ処理についての計画を知っていますかという質問で（詳細については、

…）と記載されていますが、これは、何か説明書を同封するという意味でしょうか。これについても

同様に、知っていただくいい機会になると思いました。 

 

〇木田資源リサイクル課主幹兼課長補佐 

ありがとうございます。順次、お答えさせていただきます。 

まず１点目、ＱＲコードでの読み込みは、スマホでＱＲコードを読み込むと回答のサイトに飛ぶと

いうスタイルを想定しています。今、中学生は、１人１台ずつタブレットが配布されていますので、

それを使って回答していただくことを想定しています。 

もう１点、回答期間中に回答がない方へのフォローについては、期間が短いということもあり、特

にそこまでは考えておりません。 

それから、「エコネットあさか」に関しましては、大変に良い御提案いただきました。スペースの

都合で簡単になってしまうかもしれませんが、良い機会ですのでＰＲを兼ねて「エコネットあさか」
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の紹介を検討したいと思います。また、一般市民アンケートの質問１４番、広域化については、本日

の会議資料にはありませんが、アンケートの依頼文に、和光市とのごみ処理広域化について簡単な説

明を入れ、それを御参照いただき、お答えいただくことを想定しています。 

 

〇松波会長 

その他、御質問、御意見等、ございますか。 

 

〇大村委員 

資料④事業所アンケート、⑤収集運搬業者アンケートについて、質問と意見を述べます。 

まず、④事業所アンケートですが、産業廃棄物か事業系一般廃棄物かを混同してしまう可能性があ

りますので、事業系一般廃棄物に限るということをタイトルに入れた方が良いと思いました。 

また、質問６番目の「事業所から排出されるごみをどのように処理していますか」という質問、こ

こが一番肝ではないかと思っています。建前と本音がある部分で、小規模の事業所は、家庭ごみとし

て出してしまう実態があると思います。回答が１から４までありますが、家庭ごみに出しているとい

う回答を加えてはどうかと思いました。 

それから、資料⑤収集運搬業者アンケートですが、質問３番と４番の間に、「朝霞の事業系の受け

入れ体制について、他市と比べてどうですか」という自由回答を１つ追加できると、他市と比べて、

良いところや、こうして欲しいところ等が分かると思いました。 

 

〇渋谷資源リサイクル課長 

まず１つ目の事業所アンケートのタイトルに事業系一般廃棄物という注意書きを入れてはどうか

という御提案については、直接アンケート調査票に入れるか、あるいは表書きの御案内に入れるかを

検討させていただきたいと思います。 

２点目の事業所から出されたごみの処理については、現在、朝霞市では、小規模事業所も含め集積

所は使えないという案内をさせていただいています。そのため、意図的に回答項目からは除いており

ます。もし、そのようなことがある場合は、その他（具体的に：  ）の欄で回答していただくこと

を考えております。 

３点目の収集運搬業者アンケートに「他市と比べてどうですか」という質問を追加してはという御

提案については、質問４番の自由回答欄で収集したいと考えておりますので作っておりません。また、

収集運搬業者が多忙なこともあり、負担を減らすため意図的に質問数を少なくしておりまして、こち

らも質問４番の自由回答で収集したいと考えています。 

 

〇松波会長 

その他、ございますか。 

 

〇松下委員 

資料②の一般市民アンケートの質問７番に、資源回収ボックス設置・エコバッグ推進店舗等とあり

ますが、これは、資源回収ボックス設置・エコバック推進店舗で、ひとつの語句でしょうか。朝霞市
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のホームページ等を見ましても、資源回収ボックスの設置場所等の記載はありましたが、エコバッグ

推進店舗についての記載はありませんでした。資源回収ボックスは知っているが、エコバッグ推進店

舗は知らないという方もいるでしょうし、これは混乱すると思いました。私の勉強不足かもしれませ

んが、その辺りについてお聞かせください。 

 

〇木田資源リサイクル課主幹兼課長補佐 

資源回収ボックス設置店とエコバッグ推進店舗は、基本的には別物、必ずしもイコールではないと

認識しております。この質問は、このうちのどちらか１つでも知っていれば、知っていると御回答い

ただければという意図ですので、書き方を工夫したいと思います。 

 

〇松波会長 

この書き方だと、どちらかを知らない場合に、知らないと回答する可能性もありますので、「いず

れかを知っていますか」とした方が良いですね。 

 

〇渋谷資源リサイクル課長 

今回のアンケートは、１０年前に実施したアンケートと同じ質問が含まれています。当時は、レジ

袋の有料化前で、それに対するエコバッグ推進店舗だったのですが、現在は、レジ袋の有料化も進ん

でいます。「・」を「または」に変えれば、趣旨が通じると思います。 

 

〇松波会長 

その他、ございますか。 

他に御意見等がないようでしたら、次に、資料６「朝霞市一般廃棄物処理基本計画（素案）」につ

いて、説明をお願いします。 

 

〇新川主査 

それでは、資料６を御覧ください。こちらは、策定作業を進めている基本計画の本年１０月時点で

の素案で、計画の一部分となります。今後、令和４年度の実績値や将来の目標設定、施策展開等の説

明を加え、最終案としてまとめてまいります。今回の資料６は、計画のイメージとして捉えていただ

ければと思います。 

 

〇松波会長 

ありがとうございました。資料６について、御質問や御意見等がございましたらお願いします。 

この資料６は計画の一部ということですが、計画全体の中のどの部分にあたるのか、そういった方

向性をお示しいただければと思います。 

 

〇木田資源リサイクル課主幹兼課長補佐 

今回の資料６「第６次朝霞市一般廃棄物処理基本計画（素案）」は、現状把握と課題の抽出までの

部分となります。この課題の抽出を踏まえ、今後、目標の設定、具体的な施策へと展開していきます。
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また、現在、現状把握で使用している数値は、最終的には、令和４年度（今年度）の数値を入れた上

で分析しますので、記述内容が少し変わってくる可能性もあります。そういうことで、今回は、あく

までも、このようなイメージで作成するということを御紹介させていただいた次第です。 

 

〇松波会長 

資料６について、御質問や御意見等がございましたらお願いします。 

 

〇野平委員 

計画自体は別の計画になると思いますが、昨今、最近ですと東松山市辺りや鳩山町では、大雨の影

響で災害廃棄物がかなり発生している事例があります。この計画でどこまで触れるべきかということ

はありますが、災害廃棄物に対する市の対応をどこかに入れるのも、ひとつかと思いますので、是非、

御検討いただければと思います。 

 

〇木田資源リサイクル課主幹兼課長補佐 

ありがとうございます。災害廃棄物の処理に関しては、書きぶりをどうするかは、まだ検討中です

が、計画の中に取り込んで記述する方向で検討しています。 

 

〇松波会長 

災害廃棄物処理計画は、作っていないのでしょうか。 

 

〇木田資源リサイクル課主幹兼課長補佐 

作っています。 

 

〇松波会長 

その他、資料６に関しまして、御質問、御意見等はございますか。 

 

〇渋谷資源リサイクル課長 

補足ですが、災害廃棄物処理計画自体は、別の計画になりますが、資料６の５３ページに、災害廃

棄物処理計画に関する実施状況を記載しています。 

 

〇松波会長 

その他、資料６に関しまして、御質問、御意見等はございますか。 

 

〇河井委員 

読んでみて、非常に丁寧に今までの経緯等が整理されていると思いましたが、前回もこのような形

で作成されたのでしょうか。 

 

〇木田資源リサイクル課主幹兼課長補佐 
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今回も、第５次の計画に比較的近いような形で作成したいと考えております。 

 

〇松波会長 

他に資料６につきまして、御質問、御意見等はございますか。 

他に御意見等がないようでしたら、議題（２）その他について、説明をお願いします。 

 

〇木田資源リサイクル課主幹兼課長補佐 

事務局から事務連絡をさせていただきます。 

まずは、本日の資料の中で、属性に関しての御意見をお伺しましたが、御意見がございませんでし

たので、この原案の方向でよろしいでしょうか。 

 

～委員から異議なし～ 

 

ありがとうございます。 

 

〇新川主査 

その他、事務局から２点ほど事務連絡がございます。 

１点目は、次回の審議会の開催についてです。次回は、来年２月頃を予定しております。日時や場

所など詳細につきましては、改めて事務局から御連絡をさせていただきます。 

２点目は、審議会の会議録についてです。これまでどおり事務局にて全文記録として作成し、会長

による内容確認の後、確定とさせていただきますのでよろしくお願いいたします。また、会議録の内

容が確定次第、委員の皆様にお送りさせていただきます。 

事務局からは以上です。 

 

〇松波会長 

ありがとうございます。 

では、本日の会議全体を通して御意見等がございますか。 

それでは本日の議題は、すべて終了いたしましたので、事務局へお返しします。 

 

〇木田資源リサイクル課主幹兼課長補佐 

以上をもちまして、令和４年度第３回朝霞市廃棄物減量等推進審議会を閉会します。 

本日は、ありがとうございました。 

 

 


